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常任委員会の審査報告から

特別委員会の中間報告から
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第
46
号
議
案

府
中
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
47
号
議
案

府
中
市
女
性
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
42
号
議
案

府
中
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

第
53
号
議
案

府
中
市
立
自
転
車
駐
車
場
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

建

設

環

境

委

員

会

文

教

委

員

会

　
こ
の
議
案
は
、
国
の
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の

資
格
要
件
に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
平
成
30
年
５
月
末
時

点
で
学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
は
、
４
名
欠
員
と

な
っ
て
い
る
」「
高
等
学
校
を
卒
業
し
て
い

な
い
者
で
も
放
課
後
児
童
支
援
員
と
な
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
条
例
改
正
と
と
も
に
、
規

定
改
正
の
検
討
を
進
め
て
い
る
」「
学
童
ク

ラ
ブ
事
業
に
従
事
し
て
い
る
教
員
免
許
取
得

者
は
、
免
許
更
新
を
し
な
く
て
も
引
き
続
き

従
事
で
き
る
」「
学
童
ク
ラ
ブ
の
名
称
を
変

更
す
る
考
え
は
な
い
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
消
防
団
員
を
安
定
的
に
確

保
す
る
た
め
、
府
中
市
消
防
団
の
任
命
資
格

に
つ
い
て
、
必
要
な
規
定
の
整
備
な
ど
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、
「
府
中
市
民
と

し
て
き
た
任
命
資
格
に
つ
い
て
は
、
市
内
に

居
住
、
通
勤
、
ま
た
は
通
学
し
て
い
る
こ
と

と
改
め
る
」
等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
消
防
団
の
募
集
に
つ

い
て
は
、
企
業
と
の
協
議
会
な
ど
の
機
会
を

捉
え
、協
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」

等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、
「
消
防
団
の
活
動
に
お
い
て

は
、
一
人
で
も
多
く
入
団
で
き
る
よ
う
な
状

況
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
た
め
、
本

案
に
賛
成
す
る
」
等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
女
性
を
取
り
巻
く
問
題
の

解
決
及
び
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
寄

与
す
る
女
性
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
今
後
は

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
を
推
進
す
る
施

設
と
し
て
位
置
付
け
る
た
め
、「
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
」
に
名
称
変
更
す
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
質
疑
に
対
し
て
、「
従
来
取
り
組
ん
で
き

た
女
性
問
題
の
相
談
な
ど
は
、
今
後
も
継
続

し
、
更
に
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
取
組
が

よ
り
プ
ラ
ス
に
な
る
と
位
置
付
け
、
取
り
組

ん
で
い
く
」「
施
設
の
愛
称
に
つ
い
て
、
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
の
募
集

を
最
優
先
と
し
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
市

民
に
愛
称
を
募
集
す
る
と
い
っ
た
検
討
を
し

て
い
き
た
い
」等
の
答
弁
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

　
こ
の
議
案
は
、
市
立
府
中
駅
北
自
転
車
駐

車
場
の
使
用
料
に
係
る
無
料
時
間
を
設
定
す

る
な
ど
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の

　
主
な
改
正
内
容
と
し
て
、「
駐
車
時
間
が

２
時
間
以
内
の
使
用
料
は
無
料
と
す
る
規
定

を
追
加
す
る
」等
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
質
疑
に
対
し
て
、「
ち
ょ
こ
・
り
ん
・
ス
ポ

ッ
ト
の
閉
鎖
時
期
は
、
中
心
市
街
地
に
関
す

る
駐
輪
場
の
環
境
整
備
を
終
え
た
後
、
平
成

31
年
２
月
中
を
予
定
し
て
い
る
」等
の
答
弁

が
あ
っ
た
。

　
委
員
か
ら
、「
２
時
間
の
無
料
時
間
帯
を

設
定
し
、
利
便
性
が
確
保
で
き
て
い
る
こ
と

を
強
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
誘
導
を
お
願
い
し
た

い
」等
の
意
見
が
あ
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
本
案
に
つ
い
て
は
、
全
員

異
議
な
く
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
し
た
。

基
地
等
跡
地
対
策
特
別
委
員
会

　
調
布
基
地
跡
地
の
状
況
に
つ
い
て
、
平

成
30
年
５
月
に
新
た
な
被
害
者
支
援
制
度

の
取
組
を
議
題
と
し
て
、
調
布
飛
行
場
諸

課
題
検
討
協
議
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　
府
中
基
地
跡
地
留
保
地
の
状
況
に
つ
い

て
、
公
共
主
体
の
機
能
に
係
る
市
の
考
え

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
留

保
地
の
具
体
的
な
検
討
を
行
う
際
に
必
要

と
な
る
土
地
利
用
目
標
・
方
針
イ
メ
ー
ジ

の
中
で
、
三
つ
の
案
を
示
し
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
た
た
き
台
と
し

て
市
民
等
か
ら
意
見
を
伺
い
つ
つ
、
議
論

が
で
き
る
よ
う
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る

な
ど
の
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

市
庁
舎
建
設
特
別
委
員
会

　
市
庁
舎
建
設
の
実
施
設
計
の
概
要
に
つ

い
て
、
平
成
28
年
に
完
成
さ
せ
た
基
本
設

計
に
新
た
な
部
分
な
ど
を
加
え
、
よ
り
詳

細
な
内
容
に
更
新
し
て
い
る
。

　
全
体
工
程
に
つ
い
て
、
地
権
者
と
の
関

係
か
ら
工
事
着
工
ま
で
に
一
定
の
期
間
が

必
要
な
た
め
、「
お
も
や
」
の
着
工
時
期

を
33（
２
０
２
１
）年
度
と
し
、
新
庁
舎
全

体
の
竣
工
時
期
を
39（
２
０
２
７
）年
度
に

見
直
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
事
業
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
、
30
年
７
月
に
近
隣
住
民

に
対
す
る
説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど
の
報

告
が
あ
り
、
こ
れ
を
了
承
し
た
。

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
特
別
委
員
会

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
の
取
組
状
況
に

つ
い
て
、
平
成
29
年
度
か
ら
学
識
経
験
者

や
地
域
団
体
の
代
表
等
で
構
成
さ
れ
た
市

学
校
施
設
老
朽
化
対
策
推
進
協
議
会
を
設

置
し
、
市
学
校
施
設
改
築
・
長
寿
命
化
改

修
計
画
の
素
案
の
作
成
の
た
め
、
議
論
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
老
朽
化
対
策
の
今
後
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
30
年
９
月
に
は
、
早
期
改
築
着
手
校

で
あ
る
第
八
小
学
校
と
第
一
中
学
校
に
お

い
て
、
改
築
に
関
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
実
施
し
、
31
年
３
月
ま
で
に
、
基
本
構

想
の
作
成
を
行
う
な
ど
の
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
了
承
し
た
。

個

人

情

報

を

扱

う

際

に

作
業
内
容
を
監
修
で
き
る
体
制
の
強
化
が

必

要

と

思

う

が

ど

う

か

各
課
で
対
策
を
講
じ
た
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
仕
組
み
を
設
け
ら
れ
な
い
か

検

討

し

て

い

き

た

い

田
村

智
恵
美

議
員（
ネ
ッ
ト
）　

地
域
自
主
防
災
連
絡
会
に
お
け

る
女
性
の
参
加
状
況
や
今
後
の

連
絡
会
の
構
成
メ
ン
バ
ー
に
つ

い
て
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

行
政
管
理
部
長
　
現
在
は
自
治

会
長
な
ど
が
参
加
し
て
お
り
、

こ
の
う
ち
女
性
の
割
合
は
２
割

程
度
で
あ
る
。
今
後
は
、
女
性

の
参
加
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

様
々
な
方
に
参
加
い
た
だ
け
る

よ
う
連
絡
会
で
検
討
し
て
い
く
。

議
員
　
都
が
設
置
し
た
女
性
の

視
点
か
ら
見
る
防
災
人
材
の
育

成
検
討
会
議
で
は
、
女
性
の
防

災
リ
ー
ダ
ー
育
成
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
な
ど
が
所
掌
事
務
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
こ
で
、
都
を
参
考
に
し
、

防
災
危
機
管
理
課
が
中
心
と
な

っ
て
、
女
性
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

育
成
講
座
な
ど
を
企
画
し
、
地

域
で
活
動
す
る
人
材
を
広
げ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

行
政
管
理
部
長
　
女
性
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
育
成
講
座
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
か
ら
都
が
具

体
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い
く

と
聞
い
て
い
る
た
め
、
そ
の
先

進
事
例
を
参
考
に
調
査
・
研
究

し
て
い
き
た
い
。

西
埜

真
美

議
員（
ネ
ッ
ト
）　
本

市
で
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
に
よ
り
、

他
市
か
ら
避
難
し
て
い
る
方
の

通
知
を
誤
っ
て
前
住
所
に
送
付

し
た
こ
と
で
、
別
居
中
の
家
族

に
住
所
が
特
定
さ
れ
る
個
人
情

報
の
漏
え
い
が
あ
っ
た
。
こ
れ

は
、
身
の
安
全
と
い
う
重
大
な

問
題
に
至
る
可
能
性
も
あ
り
、

庁
内
で
問
題
を
重
要
視
し
て
も

ら
い
た
い
が
、
市
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

行
政
管
理
部
長
　
全
職
員
に
対

し
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
や
職

員
に
よ
る
最
終
チ
ェ
ッ
ク
の
重

要
性
等
に
つ
い
て
、
周
知
を
徹

底
し
、
再
発
防
止
に
努
め
て
い

き
た
い
。

議
員
　
全
庁
的
に
対
策
な
ど
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

継
続
的
に
確
認
で
き
る
よ
う
、

個
人
情
報
を
扱
う
際
に
、
作
業

内
容
を
監
修
で
き
る
体
制
の
強

化
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

行
政
管
理
部
長
　
今
後
は
、
情

報
を
取
り
ま
と
め
、
各
課
で
対

策
を
講
じ
た
か
ど
う
か
を
確
認

す
る
仕
組
み
を
設
け
ら
れ
な
い

か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

他 「
ご
み
・
資
源
物
の
出
し
方
カ
レ

ン
ダ
ー
」等
の
全
戸
配
布
に
お
け
る

課
題
に
つ
い
て

杉
村

康
之

議
員（
自
由
）　
車

返
団
地
の
固
定
資
産
税
の
問
題

に
関
し
て
、
平
成
28
年
第
２
回

定
例
会
で
、
一
団
地
の
住
宅
施

設
の
制
限
に
つ
い
て
議
論
を
行

い
、「
同
制
限
か
ら
享
受
す
る

団
地
住
民
と
団
地
周
辺
住
民
の

メ
リ
ッ
ト
は
同
等
で
は
な
い
」

と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
裁
判
所

の
判
決
文
に
あ
る
よ
う
に
「
ほ

ぼ
同
様
に
享
受
す
る
」
と
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
部
長
　
30
年
度
に
お
け
る

鑑
定
評
価
書
で
は
、
ほ
ぼ
同
様

に
享
受
し
て
い
る
と
考
え
、
環

境
要
因
の
記
載
は
な
く
な
っ
て

い
る
。

議
員
　
制
限
に
よ
る
減
価
率
を

マ
イ
ナ
ス
10
％
と
す
る
か
マ
イ

ナ
ス
６
％
と
す
る
か
の
議
論
の

中
で
、
以
前
の
答
弁
で
は
、
環

境
要
因
を
考
慮
し
６
％
と
し
て

い
た
が
、
今
の
答
弁
か
ら
す
る

と
、
10
％
と
な
る
の
か
。

市
民
部
長
　
当
時
は
、
10
％
と

し
て
い
た
が
、
根
拠
に
対
す
る

検
証
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、

現
在
は
使
用
し
て
い
な
い
。
　

　
今
後
は
、
課
税
の
基
と
な
る

固
定
資
産
税
の
評
価
を
誤
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
十
分
注
意
し
て
い
く
。

地域で活動する人材を広げるため
女性の防災リーダー育成講座などを
企 画 す る 考 え は

都の先進事例を参考に

調査 ･ 研究していきたい

一般質問・常任委員会・特別委員会

車 返 団 地 に つ い て
固定資産税の減価率は
マイナス１０％となるのか

根拠の検証が十分でなかったため
現 在 は 使 用 し て い な い


